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墜落・転落、飛来・落下災害を防ごう

「落ちる危険」と「落ちてくる危険」を確認しよう
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建設工事では高所作業が数多くあります。それに伴い、高所での災害も多くなって

います。実際に現場を見ると、足場や開口部、はしご・脚立、トラックの荷台など、墜

落・転落するおそれのある場所が数多くあります。また、高所からの工具や資材の落

下、クレーンの吊り荷など、「上から物が落ちてくる危険」にも注意が必要です。

建設業では、墜落・転落災害が最も多い死亡災害であり、全死亡者の約4割を占め

ています。墜落・転落防止では、墜落制止用器具だけに頼らず、手すりや覆いといっ

た設備による対策を優先しましょう。

開口部には丈夫な覆いや手すりを設け、誰もが簡単に立ち入れないようにすること

も重要です。飛来・落下防止では、つり荷の下や旋回範囲に立ち入らない、上下作業

をしない、工具に落下防止コードを取り付けるなどの対策を徹底しましょう。作業前

には、「自分が落ちる場所はないか」「上から物が落ちてこないか」の両方を確認し、

安全な作業環境をつくりましょう。
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今月もご安全に！
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墜落させない設備をつくる

物を落とさない・下に入らない

「落ちない」「落とさない」を徹底しよう！


